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第 6 回日野市指定管理者候補者選定委員会議事要点録 

日 時 平成 30 年 8 月 21 日（火）午後 1 時 30 分～午後 2 時 40 分 

場 所 市役所 5 階 504 会議室 

出席者 坪島委員長、岩崎委員、増永委員、吉澤委員、小平総務部長、大島企画部長、 

高橋産業スポーツ部参事（芸術文化スポーツ担当）、赤久保健康福祉部長 

議 題 日野市市民会館・七生公会堂・日野市立七生福祉センター応募者による 

プレゼンテーション 

1.本日の流れ、審査手順説明 

2.審査（日野市市民会館･七生公会堂･日野市立七生福祉センター 

：株式会社 ケイミックスパブリックビジネス） 

3.前回採点結果報告、次回の説明 
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● 本日の流れ説明、審査手順の説明 

事務局（企画経営課）より説明。 

（1）日野市市民会館･七生公会堂･日野市立七生福祉センター応募事業者のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

・事業者（株式会社 ケイミックスパブリックビジネス）による説明 20 分 

・事業者及び主管課（文化スポーツ課及び高齢福祉課）への質疑 20 分 

・採点 10 分 

（2）選定結果及び決定について 

・次回報告する 

 

● 審査（日野市市民会館・七生公会堂・日野市立七生福祉センター 

：株式会社 ケイミックスパブリックビジネス） 

事業計画書に基づくプレゼンテーション 

＝主な質疑＝ 

（質問）収支計画にある自主事業について、前年より指定管理料 2 千万円、指定事業の

収入 3 千万円で、計 5 千万円多くなっているが、自主事業を充実されるという

認識でよいか。また、自主事業については前年よりどのぐらい多く行うのか。

また、どんな内容を行うのか。入場者数については､一年間でどのくらいを目標

にしているか。 

（回答）自主事業については募集要項に沿って､提案書を作成している。前年度との比較

はイベントにより異なるが、平成 31 年度に関しては約 20 本の自主事業を予定

している。内容に関しては大ホールを使用した大型のイベントや、小ホールで

の小さなイベント、会議室を使用したカルチャー教室などを行う予定である。

また、日野市ならではの文化形成につながる事業、市民自らが参加し、芸術に

触れられるような機会を設けるような企画を行っていきたいと思っている。 

年間の入場者数は 37 万人の集客を目指したい。 
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（質問）自主事業に関して、提案書を見ると赤字が多く、民間のノウハウを活用し黒字

で興行を行うことはできないのか。 

（回答）現状では､全て黒字でできる催しを実施することは難しい。赤字の幅をなるべく

圧縮し、多くのイベントを実施して活性化していく。 

（意見）日野市民は入場料金が高いとなかなかイベントに参加しない。価格設定はなる

べく抑えてほしい。また、イベントの他にも維持管理費などを安くしていただ

き他へまわせるよう検討していただきたい。 

（質問）日野市では、赤レンガプロジェクトの企画など、安い料金で行い、高い入場料

だと市民はなかなか出せない。高い料金のイベントは、都内などに出てしまう。

市民が出せる金額を検討してほしい。 

（回答）近年は高い金額では都内の交通の便の良い大きな施設に流れる傾向もあるが、

都内ではなく、市民会館で開催されれば、是非行きたいという方もいる。また、

市民には良い芸術文化作品には対価を払い、継続して事業を実施できる環境を

作ることも必要である。 

（意見）子供向けイベントなど、なるべく多くのイベントを適正な価格で開催していた

だきたい。 

（質問）市民会館で働く方の人材について、地元の人を雇用するのか。 

（回答）館長候補者は、文化ホールでの経験豊富な人材を配置したいと考えている。 

現在働いている方も意向を確認し、面接を実施し、可能な限り採用していきた

い。市内や近隣で働きたいという人材を確保していきたい。 

（質問）インターネットでの問い合わせを24時間受付すると提案しているが可能なのか。 

（回答）問い合わせについては、インターネットを活用し職員、本社と連携をとり対応

していく。 

（質問）赤レンガプロジェクトとの関係や市民ならではの企画とはどう考えているのか。 

（回答）赤レンガプロジェクトについて、募集要項のとおり 1 年目は共同で企画を実施

し、2 年目からは一緒に考えて企画などを検討していく。また、市民ならではの

企画については、市民の方が参加できる企画の検討や、市民活動を行っている

団体との連携、地域資源を活用したイベントなどを検討している。団体につい

てはこれから紹介してもらえればと思う。 

（質問）福祉センターについてはどう対応するのか。 

（回答）福祉センターは利用率も高いので、まずは現状維持したい。また、空き状況に

よっては市民会館、七生公会堂と連携をとり、事業を行える体制をとる。 

（質問）バリアフリーの対応についてどう考えているのか。 

（回答）大規模な改修は市が対応すべきものと考えるが、予算の範囲以内でできるもの

を主管課と相談しながら行っていく。ソフト面については､状況を確認しながら

対応していく。 

（質問）子供向けイベントについてどのように行っていくのか。 
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議題 3 

（回答）地域と連携できるよう、これから日野市の団体等を紹介していただきたい。 

また、子育て世代に文化的なものを提供できるように検討していく。 

（意見）子育て世代に文化的なものを提供お願いしたい。 

（意見）今回、民間のプロフェッショナルの方が提案している。ホール全体の稼働率の

目標が 75%であるが、七生公会堂のホールの稼働率を上げることがポイントと

思う。また､年間利用者数目標 37 万人については､七生福祉センターで行う選挙

関係の利用者数は除いていただきたい。是非、文化的な利用拡大で稼働率を 

上げていただきたい。指定期間は 5 年間あるので､夜間警備など他に回せる経費

はできる経費節減してほしい。 

 

● 前回採点結果報告、次回の説明 

事務局（企画経営課）より説明。 

・前回の採点の集計結果（日野市立八ケ岳高原大成荘）を事務局から報告し、委員より

内容について承認いただいた。 

・次回選定委員会について 

日時 平成 30 年 8 月 23 日（木）15:30 から 

場所 市役所 5 階 504 会議室 

 次回に向けたお願い 

 

 

～第 6 回日野市指定管理者候補者選定委員会(市民会館･七生公会堂･七生福祉ｾﾝﾀｰ)終了～  

 

 


